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 イギリスでは、本年 6月に行われたエリザベス女王即位

60 周年の祝賀式典「ダイヤモンドジュビリー」に続き、7 月

27 日から 8 月 12 日までロンドンで「第 30 回夏季オリンピ

ック」が開催されます。イギリスではオリンピック開催に向

けて、環境に配慮した「オリンピック・パーク」の建設（欧

州最大の都市公園となる予定）、エコ／持続可能性／ア

ートを活用した新しいまちづくりなど、“新しい都市と文化

の魅力”を創造するさまざまな取り組みを進めています。 

 

そこで、「旅の図書館」では、世界の注目を集めるイベ

ントが続き、独特の高揚感に包まれているイギリス、ロン

ドン、オリンピックに関する書籍を集めた「特別展示」を行

います。 

次ページに、展示書籍のリストを掲載しております。 

皆様のご来館をお待ちしております。 

◆	 特別展示◆ 

「ロンドンオリンピック」 
2012 年 7 月 2 日〜8 月 31 日 

旅の図書館からのお知らせ    

2011 年 6 月 25 日    



■展示書籍リスト■ 
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